
自転車ネットワーク計画の見直しについて 資料３

ネットワーク路線の選定

整備形態の分類等の変更

優先整備路線の設定

現計画における概要 見直しの方向性

・対象路線は基本的に維持しながら、
上位計画（滋賀県計画）を踏まえ、
広域的に面的なネットワークを構築する路線の
追加を検討。

・整備済み路線についても、継続して選定する。
（面的ネットワークの構築のため）

・国の第３次自転車推進計画等で示される整備形態
の検討。

・選定路線内で優先度合に差はないものの、
整備の容易さや安全性・快適性の向上などの観点
から整備優先度を検討する。

・整備に濃淡をつけて「選択と集中」を明確化

【現状】
自転車走行環境の整備延長：+5.4km
全体の整備進捗率：約３割

【対応】
 ネットワーク計画の見直しを検討

一定の進捗はあるものの、
より一層の走行環境の
整備を進める必要がある。

【今後のスケジュール】

 ９月以降 関係機関（各道路管理者）と調整
 10月 第3回自転車委員会にて素案を審議
（以後、第2次草津市自転車安全安心利用促進計画と同じ）

自転車誘導帯（通行帯区分明示）の例

≪※現行計画（概要版）から抜粋≫


